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発行●新河汐川流域川づくり迪絡会（荒川下流丿卯|事務所調査課内）
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発行口●?005年（平成口匍６月６日　　　　　　　　　　　　　　く

６月になりました。今年の春は寒暖の差がはげ

しく、読者の中には体調を壊された方もいらっ

しゃると思いますが、季節は少しずつ夏に向

かっているようです。

とは言え、梅雨入りはこれからで、この後は雨の

続く日も多くなることと思いますが、梅雨空の合

間の晴れの日には、お近くの川に出かけ、川遊び

や川辺の散策を楽しまれてはいかがでしょうか？

キラキラ光る水面や川を渡るそよ風の心地よさ

に、きっと体調も良くなることと思います。

新河岸川流域の各河川は、６月～７月も、イベ

ント盛りだくさんで皆さんをお待ちしています。
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第６回川づくり見学会

｢荒||　;｣，　(河||撒)｣。報告。す，
　去る311 19 1j (土口こ第６川の川づくり見学会を実施しました．

　今回は口1に行９た舶からの荒川見学とはylなり，杵ｎは111が-･Iffしない刈J1･戮をベスて移動し．

既川ド流における環境への取り細みについて見学しました．

　また.ワンド;‘;;の171然地lii生に取り組む｢lf民の力々に,活動のポイントや行政とカ協働の状況など

を説明してもらい,荒川をフぞ-)l りとした;lf民活動へのJII解を深めＪした．
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男６回の見学コース

第４回の見学施設

第４回の見字コース
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①北区野球場水辺の自然地（イベントスポーツエリア内）

　2003年4月に完成が予定されている北区野球場水辺の自然

地の２つの池の造成場所を見学しました．北区荒川っ予クラ

ブ代表の太田桐さんから、白然池の必要性や池のソーニン

グ、水の出入りなどについて脱明がありました．

②河原町原っぱ

　河原町原っぱでは､かわぐちッ子荒川クラブの堺さんから

お話しを聞きました．従来グランドだったところに自然とふ

れあえる場所をつくろうとの市民会議の提案を受けてつくら

れた原っぱだそうです．

③都市農業公園

　農作業や自然観察会などの自然とふれあう体験を通じて、

自然に親しみ､白然の仕組みを理解する機会を提供すること

を目的につくられた公園で.スーパー堤防事業にあわせて17!

備されました．

④葛飾あらかわ水辺公圃

　「生き物とふれあえる公園」をテーマに川本来の姿を復元

するため、湿地や原っぱ、池やワンドをつくった水辺の公図

です．「赳地ソーン」「広場ソーン」「生物ソーン」「水辺ゾー

ン」の４ソーンに区分されています．

⑤五色池

　五色池では、荒川クリーンエイド･フォーラム事筋局以:の

佐麟さんから.絶滅危惧種のタコノアシをはじめ､五色池に

生息する勁植物などのお話しを聞きました．参加者は佐藤さん

の許可を符て､珍しいタコノアシの稜を持ち帰っていました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※４員|こ統く

　　　　　　「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾一一－－一一一１
　なお､今同は見学会のみで交流会は突

施しませんでした．

　今回の見学会が新河岸川流域の川づく

り活動に役立つことに期待します．
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⑥小松川自然地ili生試験TI事

　直血矢板とコンクリートブロックの既改護岸撤去し.綬やか

な水際を創出してヨシ原やF潟の再生を図る賦験的な事業で．

治破対策として木Ｔ沈床を設置しています．矢板やコンク

リート殼を再利川し、資源のリサイクルにも努めました．

⑦下平井水辺の楽校

　下平井水辺の楽校は､2001年川に宛足した荒川の水辺で遊

ぶ子どもと人人の会です．ここでも佐藤さんから．応成した

池や干潟の話､また､ここで遊ぶf供たちの様子などについて

うかがいました．

アンケートで見る参加者の意見など！

〃

－－ ちらは､見学会当11の９むり?に・人してもら･)たアンケートの染IM､?i果です．
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Ｑ１：今回の見学会で何が印象に歿り

　　　ましたか？

　最も口』象に残･バこの;II小松川1'|然地両

生試験17小.の'il. 9‘'jで,次いで｜ﾄﾞヽ川r水

辺の楽校jのIS.S｀･u. 'でペシトスポー･ソエ

リア内自然地jの15.6≒jとなりま１た．

Ｑ２：今回の見学会全体へのご意見・ご感想をお聞かせ下さい｜（自由回答）

･荒川･カ呪水空間と111川の湾岸の違いにちょっとショーノクをうけました．もう少し11り11にも

　白然が収り人れられないものかと思いました．

･鏡jllでは仕民参ｶ||の成果が少しづつ出ているよう;こ見えましたが.itilv二λ変な負担が

　かかっているよ引こもJ!えました．

･環境への114り組みが,双川という人さな空間があってはじめてでさるのだと思いました.また．

　行政だけでも，1!f民だけでも．自然ili生はでさないのだと，改めて実感しました. .t≪民の提案を

　受け人れる素地がある所と,そうでない1･11との違いも感じました．

・日ごろは見られない所を見せていたださありがとうございました．イペントスポーツエりｙ

　内自然地の･'M'l^AfLを絹かくやっている点は人tjJな1μだと思いました．

り||に磯のにおいのする砂地があるとは,6:外でした.また．ﾄﾞ･|りr水辺の楽校にf･1もｆがIJ;!えら

れていない砂地がかなり広く残･Jているのは，ド流に岐のつまt!たものくぷＥ沈床Jがでさ

たからでしょうか？自然に少し１を加えるだけで.思いもかりずμ々な沢れができ.変化が

生じることを改めて実感しました．
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下平井水辺の楽校｢新池開き｣
　ゴー１デンウずｰ-ｸ.り引1，･口に9:卜ざ･yji,Iμリ11るr'1 ';り,.･j　卜･口;jJJルy.Ｇ.しむ卜也

開きか行わｎｌＬた．

　まずは．ｔレモニ－として．地瓦.い.ヽ？‘1'がf.,'iJ.･l:!1へ.･.ぺり.いを,りい’こfl･，ム哩λと．

テープカットがりわれました．と;:XｏX. ≫'-<･'.たら;二と･パご式茜,゛こと,ぴ･JvLl:.):ぐ･a.仁:',か

;1既に如池;二人-ﾀﾞこ，魚とりをしたり池の.|りJを,リ｣:rわ･，ていｌした．

　肖日･力ｉひ;ま．ボー－卜il¶ぎ，釣り．タモ喇や校則でｙボ･.とりとぎりた：:･ /.. iiH':こ･ｊ;:t .･

j)稚魚がたくさんとねていーした．

　二,りtり)管即をft3?lて；jるドヽ口いk辺汗￥i校・，連･バ&n.i' 15ｊ ･．，：'１ぺ･･･バ二ここ･'

活幼;:;i:;二痢2 1:曜lfで,水か多いii>;iポー－卜．･拓ない1り;ﾕむ|池,yjレＬ Ｉ･AZ I -liiSiひを!jS2,.:

いると･jJこと．また．水辺の翌j2で川.ａするj.パ１ボー－tヽやn≫fi. r･j4･ａひ,ん,61リことこ:'･”

たちばfVt'J I'llふん遊び廼!1を持ち込んで白山;こjS。.'こいるようです，

　子誂たち:二白山1二川や池で,/;111びを･ｔl,･じごもらう．二ぞ訪冰辺,んV:咬ぬ口j゛こも.p,るよ･ンこ'ｔ.

荒11S下流河川事務所長．左から２椙

目;も新池開きに駆けつけました，

　― 'Um.一葬--ﾐ　ｰ゛ ●●・゜

　　．〃ａぶ４　　　ｊ５や･　　:

　－

,.:::-,sfll卜爽｢ｉ･||･inaaikiiiin田11出,卜I,||,jllり||lfolｙ

ボートに乗って遊ぶ子供たち．楽し

そうに歓声をあげていました．

こちらはタモ網での魚とりにチャレン

ジずる子供たちです，足を使って上

手く魚を追い込めるかな‥　？
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投蝸では何の魚がとれたかな９大
人も子供も興味Ｊ々です，

　　　　　　　　　　こちらでは投網の指導が行われてい

　　　　　　　　　　ました．皆、真剣に学んでいます．

　　荒川oil-ンエイド・フォーラムと帥=‥　１

　荒川放水路ができて今年は80*r Ｕです．句||クリーンエイドは

流域住民が知恵と力を出し合って荒川の自然を回浚する運動

です．荒川でのゴミ拾いを中心に水辺の楽校の運営支援など

を行っています．ゴミ拾いへの参加者はこの10年で56､000 1、

を超えました．ゴミを種類別に数えながら拾うことでゴミを

捨てさせない対策が可能になります．ヨシ瞭に捨てられたり

漂着したゴミを取り除くと、ヨシ原が元気になって水を浄化し、

様々な生き物のすみかにもなります．

　　　(問合せ:TEL 03-36M-72､WyFAX 03-3654-9188)
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河岸川を歩こう！
辺り;::.{!・ぷμりバlil l:t･と昭

111の堤i;む，それに，･り恥二

,なバ:つくらｵ!,゛: Li -j w'j;足

助が確ごてさる珍しい地域
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宮戸橋の上流の様子．歩いてい

るのは昭和期の堤防になります．

槨瀬川の合流点直下で天田さん

の説明を聞く参加者の告さん。
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富士見噫の上流で集合写真を撮りました．竹さん今日|よ

お疲れさまでした.C撮影　属目川に親しむ金／小林さん
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黒目川に親しむ会の皆さんと

　　　　　　　春の新河岸川を歩いて:きました！

　.'.uniii:二まぢ.む会がか:.Ill

1た今･f「ﾉ川りバりｰ･キン

グrni'tは新j<=JuMIIです．

　ムる一卜1111川副|.114れfi

ろ,1,'･空のＦ，琴j;;l占:石?,で新

iIIに-JH /)ﾌﾀヽjll:1も噴から柳瀬

川の富口!隋までの約7K二】を

歩き.１した，

　!↓げ?に軋iいE[稼の･;lj iり

駅,まずは11f内ＭＱパスrわく

わくS包に吸り.新河岸川|二近

･.m-^ii四丁|】で'ﾄﾞ中:します．

　停留所:こほど近い,せせら

ぎのぎり11る遊歩2jまで移動

し地区の配付と,lglE.ほの説

明を受t'?た後.･ｙ?－キング

のスター－卜です.I,!速．朝霞

水II':に向けて歩き川します.

　･＼'i＼-t!i^"'＼が見えてくｎぱ

新河岸川もすぐそ二.内間木

．
－

ｉ
ｒ
ｒ

←４

匈
Ｉ
Ｉ
Ｉ

｀1-ご“‘'゜－゛てT‾j'｀'“‾'

　ｒ４１･1　　　　4･－

唱から,llhIIJ,り|ヤ,ぷりilfll

;りllを歩きま１'.
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岸川もすぐそこです。
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朝霞ａ節池の様子と、池内を歩
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｢川まつり一春一２００５｣
　去る３月２７日（日）、新河岸川流域では初の試みとなる“春“の川まつり「川まつり一一－

2005」が開催されました．

　当日は初夏を思わせるようなｌい日差しの降り注ぐ絶好の゜･川遊び”日和でしたが、残念な

がら今回の「川まつり一昔-2005」では、参加者に川に入ってもらうような魚とりやボート

乗りは成りを潜め、その代わりに「展示コーナー」や「体験コーナー」、まつりならではの

焼きそぱ等の「販売コーナー」が、埼玉県朝霞県土整備事務所の駐東進にところ狭しと皿べられ、

好天の下、散歩や所用で会場の近くまで出てきた人/ﾏの“目’ど鼻”にうったえかけて

いました．

　人気は展示コープ一にある

「黒目川の魚た５」です．

「自分た５の住む近くの川に

こんなにたくさんの1僅類の魚

かいたなんて」と、まつり

に立ち奇った方も驚きを隠せ

ない様子でした．

　今後も２回、３回と開催

されることに期待します．

水質調査には、たくさんの子供

たちが参加していました．

こちらは投網の体験，　県爾漁

協の代表が指導してくれました．
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　　イベントカレンタ
緑と湧水と流れの会　ずベンド情報

自然の保全と再生に向けたセミナー

埼玉県南西部は武蔵野台地末端にあたり、特徴ある湧水とその周辺の斜面林に貴重な植物が

見られます。私達が住む身近な自然を知り、失われつつある貴重な植物を救う手立てを皆さ
んで考えましょう。

＜プログラム＞

　第一部　　武蔵野台地の末端の自然

　　　　　　　　～失われつつある植物を救う手立て～

　第二部　　午王山のむかしと将来　～午王山の遺跡～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～森づくり～

(太田

(鈴木

(高橋

和夫さん）

一郎さん）

勝緒さん）

日　時：６月26日（日）午後１時30分～午後４時

場　所：和光市中央公民館　会議室１

参加費:200円

申込み：電話にて以下の問い合わせ先まで　※当日も受付ます。

問合せ：和光市環境課（Te1 048-464-1111)

　　　　緑と湧水と流れの会（Te1 048-462-9912)

　　かっこ内は

講師の方々です！
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荒川クリーンエイド・フォーラム　イベント情報

「荒川遊学ガイド（川に学ぶ体験活動講師）」養成講座

荒川クリーンエイド・フォーラムでは、荒川下流域での体験活動を実践していただく人材を

「荒川遊び案内人」と称し、2002年から講座運営してきましたが、この度、これまでの成果を

踏まえ、子どもたちが荒川で遊びながら学ぶ様々な活動を紹介する内容の小冊子『荒川遊学ガ

イド』を発行したことを機に、講座名称も冊子と同じ「荒川遊学ガイド」とし、装いも新たに

開講することにいたしました。冊子をもとに、下記講座を受講していただき一定要件を満たし

た方を文字通り「荒川遊学ガイド」として認定し、荒川下流域を中心にご活躍いただくことを

想定しています。第１回から参加いただけなくても、ビデオテープなどの補講を受けていただ

くことにより修了することも可能ですので、どうぞ奮ってご参加下さい。

日　時:第1回

　　　　第２回

　　　　第3回

　　　　第４回

　　　　第5回

　　　　第6回

６月25日（土）講義・自然観察会・体験

７月24日（日）なつやすみ水辺の楽校実習補助

７月30 ・31 日（土・日）荒川流域水環境シンポジウム

９月３

９月17

11月１

【
口
日
２
一

（土）中流見学会

（土）荒川クリーンエイド2005説明会

日（土）荒川下流域環境シンポジウム
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問合せ：荒川クリーンエイド・フォーラム(Te1　03-3654-7240)
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回によって開催場所や

参加費が異なります．

以下の問合せ先まで、

ご確認下さい．

　これまでご愛顧いただきました新所沢事務所の閉鎖に伴い、当分の間、事務局を荒川下流河川

事務所調査課内に置かせていただくことは、前ｇの「里川(Vol.31 )」や当連絡会のホーム

ページにて報告させていただいたとおりです。

　なお、新所沢事務所に所蔵してありました新河岸川流域関連の資料・書籍等につきましては、

荒川下流河川事務所併設の「荒川知水資料館（ａｍｏａ）」にて保管し、６月下旬頃より閲覧や

貸出を可能にする予定でず場所　　●連絡先

は右の連絡先と同様です。　　　　　　
T 115-0042東京都北区志茂5-41-1

　里川しんぷんや当川づくり連絡会の　　新河岸川流域川づくり連絡会　事務局

活動についてのお問い合せや情報提供　（国土交通省関東地方整備局荒川’卜流河川事務所調査課内）

につきましても、右の連絡先までお　　TEL : 03-3902-3220　ＦＡ〉く:03-3902-2346

気軽にどうぞ！！　　　　　　　　　URL :ｈttｐ://ｗww./w.ara.or.jD/arage/shingashi/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail : shingash・）ａrａ.ｏrjｐ
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